





































































































































































































































































































































































からお礼を申し上げます。そして、快く事例の掲載を許可してくださった A さんと A さんのご家族に
深く感謝申し上げます。
注
１）心理リハビリテイションキャンプとは，対象児に対してある期間，一定の場所で臨床動作法を行
い，同時に臨床動作法の効果を最大限生み出せるような活動を組み込んだ方法による発達支援アプ
ローチである（成瀬，1987）。
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